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ジャパンサーチ（仮称）構築に向けて：役割の整理 メタデータの流れ
デジタルコンテンツの流れ
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【活用者層】国民（地域住民、ビジネスマン、学生、研究者等）、日本に興味のある外国人

新規ビジネス・サービスの創出 教育の教材利用

日本文化発信⇒インバウンド効果観光用VR⇒地域創生へ 研究活動の活性化

災害時の復興（防災対策）

国の分野横断統合ポータル
ジャパンサーチ（仮称）

・我が国保有コンテンツの
メタデータ集約/API提供
・全体標準化
・利活用の促進

【関係府省等】
・内閣府の会議体を通じた協力
・ガイドラインの普及
・デジタルアーカイブ推進のため
の法的整備
・人材育成のための施策
・アーカイブ活用促進策 等

・（分野ごとの）メタデータ集約・API提供
・（分野ごとの）ポータル提供
・メタデータ等の標準化
・長期アクセス保証

書籍等
分野

放送番
組分野

メディ
ア芸術
分野

地域
アーカ
イブ

文化財
分野

・メタデータの整備
・デジタル化（コンテンツ拡充）
・ウェブでの公開

【各アーカイブ機関】

【国立国会図書館】

恒久的保存のための基盤整備

図書館、官公庁、企業、美術館・博物館、文書館、文化施設、地方公共団体等

【分野・地域コミュニティのつなぎ役】

※赤枠が
国立国会
図書館の
役割

新しい知
の創造
経済的価
値の創出

こちらは国立
国会図書館
サーチによる

利活用促進のための基盤整備



図書館界における資料デジタル化の推進
メタデータのオープン化（CC0）、デジタル
コンテンツの二次利用条件表示の促進

デジタルアーカイブ構築の意識啓発
コンテンツ利活用促進のための取組強化

【現状】
 国立国会図書館サーチ（NDLサー
チ）は、100データベース、1.2億
件のメタデータの検索が可能

 各図書館が提供するデジタルアーカ
イブとの連携強化を図っている

書籍等分野の「つなぎ役」としての課題・要望
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NII

大学
図書館

JST

企業・
学協会

各公共
図書館

NDLデジタルコレク
ション、NDL-OPAC

官庁・民間
出版物等

各種図書館をはじめ、
様々な立場の利用者へ

メタデータの流れ
コンテンツの流れ

API

課 題

上記課題は、書籍等分野に限らず、分野共通の
課題。つなぎ役の1機関で対応できる課題では
ない。国全体で取り組んでいく必要がある

要 望

デジタルアーカイブ推進が評価される枠組みを！



分野横断統合ポータル「ジャパンサーチ（仮称）」構築に向けた課題・要望
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各分野・地域コミュニティの「つなぎ役」の明確化
「ジャパンサーチ（仮称）」構築に向けた協力体制
の強化

多様な領域のメタデータ・サムネイルの流通促進
オープンなデジタルコンテンツの拡充

課 題

 「つなぎ役」不在の分野に対して、体制作りを
 分野を横断した、連携活動促進のための体制整備
 （美術館以外でも）サムネイル画像のネット公開

要 望

【現状】
 機能要件を固めるため、ジャ
パンサーチのプロトタイプを
構築中

 プロトタイプとの連携データ
ベース募集中！

この2つがジャパンサーチ
成功のカギ
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